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1 本説明会の趣旨
P.4

マーケットサウンディング調査は、事業参画意欲を把握するととも

に、参画しやすい公募条件の検討を行うために実施します。

本説明会では、本市が導入を検討している「水の官民連携」につい

て、マーケットサウンディング調査に先立ち、民間事業者の皆様に

情報提供を行うことが目的です。
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2 「水の官民連携」の概要
P.6

○ 水の官民連携とは

LEVEL1

保守点検
運転管理

LEVEL2

保守点検
運転管理

調達・管理

LEVEL3

保守点検
運転管理

調達・管理

修繕計画案
作成・実施

LEVEL3.5
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運転管理

調達・管理

修繕計画案
作成・実施

更新計画案作成
（更新支援型）

更新（改築）
（更新実施型）

LEVEL4

保守点検
運転管理

調達・管理

修繕計画案
作成・実施

更新(改築)

資金調達
料金収受
計画策定

「水の官民連携」従来の包括的民間委託

長期契約
(原則10年)

10～20年事業期間：3～5年 性能発注

ﾌﾟﾛﾌｨｯﾄｼｪｱ
管理・更新一体

ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ方式

官民が協力して上下水道を守る、
新たな官民連携の形態
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2 「水の官民連携」の概要

○ 「水の官民連携」における業務形態（イメージ）



2 「水の官民連携」の概要
P.8

○ 「レベル3.5（管理・更新一体マネジメント方式）」の4要件

❶

長期契約
（原則10年）

長 期 の 事 業 期 間 に よ り
民間事業者の参画意欲を
促進
安定した雇用や人材育成
に貢献

❷

性能発注

民間のノウハウ・創意工夫
が発揮しやすいよう満たす
べきサービス水準を定め
発注

❸

維持管理と更新の
一体マネジメント

「更新実施型」
維持管理と更新(改築)
工事を一体的に実施する
「更新支援型」
維持管理と更新計画案の
策定により更新を支援する

❹

プロフィットシェア

事業開始後も民間事業
者によるライフサイクルコスト
縮減の提案を促進

出 典 ） 「 水 の 官 民 連 携 」 理 解 促 進 パ ン フ レ ッ ト （ 令 和 8 年 4 月 更 新 　 国 土 交 通 省 ） / 一 部 編 集

レベル3.5は、➀長期契約（原則10年）、②性能発注、③維持管理と更新の一体マネジメント、
④プロフィットシェアの4要件を全て充足する必要がある。



2 「水の官民連携」の概要
P.9

○ 「更新実施型」と「更新支援型」のイメージ

更新実施型

受託者

更新支援型

受託者は計画案策定段階まで担当

    設計～工事まですべて受託者が実施

維持管理業務
更新計画案策定

更新（改築）業務

更新（改築）業務自治体が工事発注

「更新実施型」：計画段階から施工まで委託者に一括で委託。

「更新支援型」：計画段階までを受託者が担当。発注は自治体が行う。
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3 春日部市における上下水道事業の現状と課題
P.11

○ 春日部市の上下水道事業運営体制

上下水道部について、ピーク時の令和2年度：53人と比較すると、令和6年度時点で45人と
減っているが、外部委託により業務の効率化に取り組んでいる。
上下水道事業については、水道部（3課）、建設部（2課）として運営を行っていたが、組
織体制の効率化を図るため、令和5年（2023年）に水道部と建設部下水道課を統合し、
効率的な組織運営に取り組んでいる。

上下水道部職員数の推移

34 34 38 37 35 36 34

16 15 15 14 13 11 11

春日部市の組織の変遷

出典）春日部市新水道事業ビジョン（経営戦略）改定版
　　　/令和8年3月/一部編集
　　　春日部市下水道事業経営戦略改定版/令和8年3月



3 春日部市における上下水道事業の現状と課題
P.12

○ 春日部市の水道事業概要

水源は利根川水系江戸川の河川水（埼玉県用水供給事業）が90％、深井戸の井戸水
が10％。
井戸水は市の浄水場で浄水処理した後、県水と混合して各家庭へ供給。

水道水の流れ

出典）春日部市水道事業について/令和7年5月



3 春日部市における上下水道事業の現状と課題
P.13

○ 春日部市の水道施設概要(浄水場）

5箇所の浄水場を保有している。
水質や維持管理、経営への影響等を考慮し、今後水源を県水のみとすることを検討している。
施設のダウンサイジングの一環として、令和9年度（2027年度）に南部浄水場を廃止する
ことを目標としている。
今後10年間では、設備をグループごとにまとめて集中的かつ効率的に更新を実施する予定。
急所施設である浄水場や配水池について、耐震化を進めている。

出典）春日部市新水道事業ビジョン（経営戦略）改定版/令和8年3月/一部編集

各浄水場で更新を予定している施設・設備
東部浄水場 西部浄水場

• 配水池
• 管理等
• ポンプ設備
• 受変電設備
• 自家発電設備
• 動力設備
• 監視制御設備

• 受変電設備
(更新中)

• 動力設備(更新中)

北部浄水場 庄和浄水場

• 計画期間中の主要
な設備更新無し

• 受変電設備
• 自家発電設備
• 動力設備

東部浄水場北部浄水場

庄和浄水場

西部浄水場

南部浄水場

浄水場

深井戸
監視局

施設位置図



3 春日部市における上下水道事業の現状と課題
P.14

○ 春日部市の水道施設概要(管路）

導水管や送水管、配水管の総延長は、令和6年度(2024年度)末現在で約842㎞
となっている。
管路施設について、法定耐用年数超過管路率は44.3％と近隣事業体を大きく上回っている。
管路の耐震化率は23.7％と近隣事業体を下回っており、近年有収率も90％を下回っている。

出典）春日部市新水道事業ビジョン（経営戦略）改定版/令和8年3月

口径別延長

名称
令和4

2022

令和5

2023

令和6

2024

近隣

事業体

平均値

施設利用率（%） 65.8 66.1 65.6 76.2

最大稼働率（%） 74.1 74.0 72.4 82.3

浄水施設の耐震化率（%） 72.5 72.5 72.5 17.8

配水池の耐震化率（%） 79.8 79.8 79.8 52.0

法定耐用年数超過管路率（%） 42.3 43.4 44.3 14.2

管路の耐震化率（%） 27.4 28.0 23.7 38.7

有収率（％） 91.3 89.8 89.9 92.9

※近隣事業体はさいたま市、草加市、久喜市、越谷・松伏水道企業団、上尾市としている※ 近 隣 事 業 体 は さ い た ま 市 、 草 加 市 、 久 喜 市 、
　 越 谷 ・ 松 伏 水 道 企 業 団 、 上 尾 市 と し て い る

水道施設の業務指標



3 春日部市における上下水道事業の現状と課題
P.15

○ 春日部市の水道事業の経営状況

料金回収率は令和5年（2023年）に100％を下回っている。
人口減少等の影響で使用水量が減少し収入源、物価高騰等の影響により営業費用の増加。
→令和3年（2021年）以降営業利益はマイナスに転じている。
令和8年10月1日より水道料金改定の予定。

出典）春日部市新水道事業ビジョン（経営戦略）改定版/令和8年3月

料金回収率の推移 収益的収支及び営業収益の推移



3 春日部市における上下水道事業の現状と課題
P.16

○ 春日部市の下水道事業概要（汚水）

昭和62年（1987年）に供用開始し、11地区の処理分区を有している。
市内に処理場は無く、広域化・共同化の一環で中川流域下水道に接続している。
汚水処理の人口普及率は90.21％となっている。

汚水処理人口普及率の推移

出典）春日部市下水道事業経営戦略改定版／令和8年3月

中川流域下水道・春日部市の位置図

出典）春日部市公共下水道
ストックマネジメント基本計画／令和3年



3 春日部市における上下水道事業の現状と課題
P.17

○ 春日部市の下水道事業概要（雨水）

平成19年(2007年）に排水区域約2,218.1haの事業認可を受けて整備を推進している。
 令和8年(2026年）時点で、300.1ha整備されている。（整備率：13.5％）
「100㎜/h安心プラン」・「中川・綾瀬川緊急流域治水プロジェクト」の推進等により浸水被害
等の軽減を進めている。

出典）春日部市公共下水道
　　　ストックマネジメント基本計画
　　　/令和3年

雨水計画一般図



3 春日部市における上下水道事業の現状と課題
P.18

○ 春日部市の下水道施設概要（ポンプ場）

ポンプ場は、汚水中継ポンプ場が2箇所、雨水ポンプ場が8箇所整備されている。
ストックマネジメント計画に基づき、計画的な施設の更新や耐震化、耐水化を実施する必要
がある。

出典）春日部市下水道事業経営戦略改定版／令和8年3月

主要施設の位置図

雨水ポンプ場
汚水ポンプ場



3 春日部市における上下水道事業の現状と課題
P.19

○ 春日部市の下水道施設概要（汚水管路）

汚水管路の総延長は、令和６年度（2024年度）末時点で約604㎞となっている。
汚水の管路について、一部の管路は敷設から50年が経過し、今後急激に耐用年数を迎え
る施設が増加するため、ストックマネジメント計画に基づき計画的な点検や更新を実施する必
要がある。
耐震化率は約17％であり、計画的に実施する必要がある。

耐用年数超過管渠発生状況 有収率の推移

出典）春日部市下水道事業経営戦略改定版／令和8年3月

■50年超延長　　　　　■老朽化延長



3 春日部市における上下水道事業の現状と課題
P.20

○ 春日部市の下水道施設概要（雨水管路）

雨水管渠が55.4㎞敷設されている。
雨水の管渠について、一部の管路は耐用年数50年を経過しているが、経過年数が40年以
下のものがほとんどである。

管渠布設経過年数

出典）春日部市公共下水道ストックマネジメント基本計画/令和3年

管径別管渠布設延長
「令和3年現在」



3 春日部市における上下水道事業の現状と課題
P.21

○ 春日部市の下水道事業の経営状況

経費回収率は令和6年度時点で89.56％となっており、使用料収入で回収すべき経費を
賄えていない。
平成30年度以降、基準外繰入金は高止まり傾向にある。
老朽化による改修・更新の投資負担増大においても安定した事業継続が可能となるよう収益
性の改善が求められている。
令和8年10月1日より下水道使用料改定の予定。

経費回収率の推移 繰入金の推移
基準外 基準内

出典）春日部市下水道事業経営戦略改定版／令和8年3月
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4

P.23

○ 水の官民連携とは（再掲）

LEVEL1

保守点検
運転管理

LEVEL2

保守点検
運転管理

調達・管理

LEVEL3

保守点検
運転管理

調達・管理

修繕計画案
作成・実施

LEVEL3.5

保守点検
運転管理

調達・管理

修繕計画案
作成・実施

更新計画案作成
（更新支援型）

更新（改築）
（更新実施型）

LEVEL4

保守点検
運転管理

調達・管理

修繕計画案
作成・実施

更新(改築)

資金調達
料金収受
計画策定

「水の官民連携」従来の包括的民間委託

長期契約
(原則10年)

10～20年事業期間：3～5年 性能発注

ﾌﾟﾛﾌｨｯﾄｼｪｱ
管理・更新一体

ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ方式

官民が協力して上下水道を守る、
新たな官民連携の形態

事業スキーム（案）の説明



4 事業スキーム（案）の説明
P.24

○ 対象施設・対象業務の範囲（案）

対象施設
水道：管路、浄水場
下水道：汚水管路、マンホールポンプ、汚水中継ポンプ場、雨水管路、雨水ポンプ場
※雨水管路・雨水ポンプ場は災害時、民間のリスクが高くなることから、雨水管路・雨水ポンプ
　 場を除いたケースも検討する。
検討方式
更新支援型、更新実施型、更新支援・実施のMIX　3パターン
※更新支援・実施のMIXは、管路施設を更新支援、その他施設を更新実施として検討する。

検討ケース

検討ケース数
（ケース数）2パターン　×　（検討方式）3パターン　=　6パターン

2パターン

浄水場 管路 汚水管路 MP 汚水中継
ポンプ場 雨水管路 雨水ポンプ場

○

1

○ ○ ○ ○2

○ ○ ○ ○ ○ ○

下水道（汚水） 下水道（雨水）

〇

No.
水道

対象施設



4 事業スキーム（案）の説明
P.25

○ 簡易VFMの算定

水の官民連携による事業運営と、従来型の発注手法による事業運営とを比較して、財政効
果があるのかを、簡易にVFM（Value For Money）の算出を行います。

雨水管路・ポンプ場を除いた場合と含めた場合とではほぼ変わらない値となりました。

浄水場 管路
汚水

管路
MP

汚水中継

ポンプ

雨水

管路

雨水

ポンプ
%

下水道（汚水） 下水道（雨水）

対象施設
VFM

6.0%〇 〇

〇 6.0%

6
管路：更新支援

その他：更新実施
〇 〇 〇

4.5%

5
管路：更新支援

その他：更新実施
〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇

〇 4.7%

4
全て

更新支援
〇 〇 〇

7.3%

3
全て

更新支援
〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇

7.3%〇

2
全て

更新実施
〇 〇 〇

1
全て

更新実施
〇 〇 〇 〇 〇 〇

水道
No. 方式



4

④事業体制イメージ

受託者
(JV・SPC等）

自 

治 

体

代表企業
（リーダー）

協力企業

協力企業

再
委
託
先

契約 再委託

P.26

SPC(特別目的会社)とは

PPP/PFI実施のために

複数の民間企業が出資して

設立する専用の事業会社

○ 業務形態イメージ（再掲）

事業スキーム（案）の説明
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5 今後の進め方
P.28

○ スケジュール

導
入
可
能
性
調
査

令
和
8
年
度

説明会

アンケート調査

個別ヒアリング

事業スキーム案の策定

ঐ
␗
ॣ
⑁
ॺ
१
क़
থ
ॹ
␽
থ
ॢ
৹
ਪ

8月18日
・事業スキームの説明
・マーケットサウンディング調査の説明

8月18日～9月11日
・協力意向確認
・「水の官民連携」に対する意見・質問

11月中
・事業スキーム、リスク分担等について
　各企業様と個別での意見交換

・春日部市が考える事業スキーム案の
 策定
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4

本説明会の趣旨

「水の官民連携」の概要

春日部市における上下水道事業の現状と課題

事業スキーム（案）の説明

5 今後の進め方

6 アンケート調査へのご協力のお願い
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6 アンケート調査へのご協力のお願い
P.30

○ アンケートのご依頼

本市の上下水道事業において、「水の官民連携」の導入可能性調査にあたり、「水の官民

連携」の概要をご理解いただくと共に、民間企業のみなさまからご意見をいただきながら、

最適な事業実施体制を検討してまいります。

つきましては、マーケットサウンディング調査へのご協力をお願いいたします。

【アンケート】

　受付期間：令和8年8月18日(火)～令和8年9月11日　

　※アンケート票は、市公式ホームページからダウンロードが可能です。

　　（令和8年8月18日(火)に掲載します）

■お問い合わせ先■

〒344-8577

　春日部市中央七丁目2番地1　第2庁舎1階

　上下水道部　工務課　工務担当

TEL：048-739－6824


